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■ １２６名の新入生の皆さん

入学おめでとうございます！

４月７日（火）、ご来賓、保護者の皆様のご出

席をいただいて入学式が行われ

ました。

新入生１２６名が入学し、全

校生徒数３５２名で新学期をス

タートしました。

矢巾中の学校教育目標は「自

ら学び 心豊かで たくましい生

徒」の育成とし、３つの目指す

生徒像を掲げて取り組んでいま

す。

１ 学びを楽しめる生徒

２ 認め合い支え合う生徒

３ 粘り強く心身を鍛える生徒

新入生の皆さんも早く矢巾中の生活に慣れ、

本校の学校教育目標を実現できる生徒に成長し

ていって欲しいと願っています。

新入生誓いの言葉では「これから始まる中学

校生活、勉強、部活動、委員会活動、そして運

動会への期待、一日一日を大切に、仲間を大切

に思いやりと感謝の気持ちを忘れずに精進し充

実した中学校生活を送ることを誓います。」と述

べました。２・３年生の合唱も素晴らしく、頼

もしい先輩の姿を見せてくれました。充実した

学校生活を全員で創っていきましょう。

■ ２・３年生の皆さん

進級おめでとうございます！

４月７日（火）の午前中、１学期始業式が行

われました。新型コロナウィルス感染症の対応

のための臨時休校から約１ヶ月ぶりの学校再開

となりました。久しぶりの学校生活に生徒の皆

さんの笑顔が素敵で、私自身とても嬉しく感じ

ました。

始業式では、毎朝の検温や手洗いの徹底、自

助と共助の観点から自分の命を守る、互いに命

を守り合うことの大切さを話しました。

また、学習・生活・部活動などの取組はとて

も重要であり、当たり前のことを当たり前に積

み重ねることの重要性について

話をしました。そして、「志は

千里にあり 道は平素にあり」

という言葉を再度紹介しまし

た。「志は千里にあり」とは、「心

に決めた夢や希望、目標を成し

遂げるには、長い道のり（時間）

が必要である」という意味です。

また「道は平素にあり」とは、「その夢や希望、

目標を成し遂げるためには日々の積み重ねが大

切である」という意味です。生徒の皆さんには

『夢や希望、目標を高く掲げ、毎日の当たり前

の積み重ねを大切にして過ごして欲しい』と思っ

ています。

人間は目標をもつことによって、その目標を

実現するために、自分自身を磨き、鍛え、心や

からだ、様々な能力を高めることができます。

目標をしっかり意識することによって、「夢はみ

るもの」から「夢はかなえるもの」へとなって

いきます。そして、その目標を実現させるため

に、日々当たり前のことを当たり前に積み重ね

る根気強さを中学校生活で身につけてほしいで

す。
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